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オーギュメントベースプレート

関節窩骨欠損症例に対応
変形性肩関節症ならびに腱板断裂を伴う肩関節症（CTA）患者の半数
の症例において、人工肩関節全置換術を成功させるため再建しなけれ
ばならない骨びらん/骨欠損があります 1。このような症例に対し、オー
ギュメントベースプレートは、リバースショルダーの確実な固定と適切
な再建のためにシンプルかつ再現性の高い方法です。

骨欠損の程度がわずかな症例の場合、オーギュメントベースプレート
は小ない骨切除にて骨母床を温存し、さらに外方化させるという利点
を提供します。

ラウンドデザイン ：上下前後の位置を問わずオーギュメントを設置できるため、 
関節窩のどの方向の欠損部位にも対応できる柔軟性を提供します。

骨温存 ：関節窩の上方の骨が欠損している症例にオーギュメントを上方 
に向けて使用することで、骨切除をより少なくし*、関節窩面を外方化 
させます。

簡便な手術手技 ：コンプリヘンシブミニベースプレートの手技に、  
3ステップを加えるのみ*です。

再現性の高い器械 ：最適なオーギュメントの設置および完全 
な骨との接触を持つことで、計画通りの設置をもたらします。

骨欠損の程度に合わせた選択肢 ： 
SM：角度10°/高さ3mm
MD：角度20°/高さ5mm
LG：角度30°/高さ7mm

*コンプリヘンシブミニベースプレートとの比較
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関節窩のせん断応力を分散
させるセンターボス
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4 | オーギュメントベースプレートテクニカルガイド

インプラントデザイン

骨切除を最小限 
にするデザイン 

フルウェッジデザイン

ハーフウェッジデザイン

ステップ付きデザイン

関節窩の欠損部位に対応するために、一般的なオーギュメント形状とし
て、ハーフウェッジ、フルウェッジおよびステップ付きデザインが挙げられ 
ます。

5 | オーギュメントベースプレートテクニカルガイド

Zimmer Biometオーギ
ュメントベースプレー
トは、骨温存を最大に
するためにハーフウェ
ッジデザインを採用し
ています。
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上記のグラフはKnowlesらによって分析された計算モデルに基づく、各オー
ギュメントデザインでの平均骨切除量を示します。2  

ご覧のとおり、ハーフウェッジデザインを使用することで、他のデザインより
も多くの骨を温存できます。
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6 | オーギュメントベースプレートテクニカルガイド

ラウンド形状のオーギュメントベースプレートは、関節窩周囲骨欠損部の箇
所に合わせて、任意の位置への回旋が可能で、オーギュメントが骨欠損を直
接埋めることで骨切除を最小限にすることができます。

回旋位置の決定

強固な固定のための 
最小限の骨切除
リーミングを最小限にとどめることにより骨性支持を獲得するととも
に関節窩および軟骨下骨を可能な限り温存します。また、この骨を温
存することによってベースプレートの外方化が獲得でき、三角筋へのテ
ンション追加が可能になります。

後方前方

上方

ダイヤルオプション
上方前方 後方

7 | オーギュメントベースプレートテクニカルガイド

オーギュメントベース
プレートの補填部を
上方に位置させること
で、軟骨下骨を温存し
より自然な外転のため
の回転中心を再現し、
軟部組織の緊張およ
び安定性にベネフィッ
トをもたらします。

多くの症例は、病的な後捻角（Walsh分類B2/B3)3、腱板断裂および関節窩の
上方部分（Favard分類E3）の変形が示されます。

脱臼予防として、下方傾斜を付けてベースプレートを挿入すると回転中心が内
側に入ることに加えて、関節窩の下面（多くの場合、海綿骨まで）で軟骨下骨
がより多く切除されることになり、安定性が低下する可能性があります。4

オーギュメントの 
上方設置例
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B1

B2
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C
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8 | オーギュメントベースプレートテクニカルガイド

• 移植骨またはベースプレート 
に掛かる負荷を増大させるこ
となく、外方化

• 三角筋延長1

• 肩甲骨頚部長の延長

• コンプリヘンシブミニベースプ
レートよりも安定性が向上

オーギュメントvs ミニベースプレート

関節窩の摩耗のない 
骨の温存
10°のオーギュメントベースプレートを上方に設置して使用すると、下方
傾斜を維持しながら、より少ない骨切除でベースプレートを設置させ
ることができます。考えられるベネフィットには以下があります：

骨温存が可能な部分を右図に示し
ます。破線はミニベースプレートを
骨母床に接する深さまでリーミング
した際の切除面を示します。青色部
分はオーギュメントベースプレート
のリーミング量を示します。緑色部
分が温存される骨です。 

コンプリヘンシブオーギュメントベ
ースプレートは、もともと少数の重
度の骨欠損患者に使用するために
設計されましたが、骨温存の観点
よりほぼすべてのプライマリーリバ
ースショルダー症例にも有用です。

ミニベースプレ
ートリーミングの
リーミング面

温存できる骨

オーギュメントベ
ースプレート 
リーミングのリー
ミング面

9 | オーギュメントベースプレートテクニカルガイド

ベースプレートサイジング

さまざまな 
骨形態に対応
• 関節窩の骨欠損重症度はリバースショルダーを受ける患者によって異

なります。 

• 従来のベースプレートの安定した設置は、多くの場合、前・後捻角の変
更や、深いリーミングまたは骨移植を行う必要がありました。 

• オーギュメントベースプレートによって、関節窩における様々な 
骨欠損に対応することができます。 

• このベースプレートには骨欠損の状態に合わせて3つのサイズ 
があります。

• 患者の関節窩摩耗パターンに適切なオーギュメントを選択するための
器械が用意されています。

直径25 
mm

A

サイズ
オーギュ
メント高
さ（A）

オーギュ
メント角
度（B）

SM 3 mm 10º

MD 5 mm 20º

LG 7 mm 30º

B
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10 | オーギュメントベースプレートテクニカルガイド

再現性の高い器械

最適な設置
関節窩の操作は常に困難で、関節窩を効果的に操作する為の最
初のステップは、関節窩の視野を確保することです。三角筋のレ
トラクト、関節包解離および近位上腕骨骨棘の除去は、いずれも
より良い関節窩術野の確保に役立ちます。 

ピンプレイスメントガイド：関節窩の前・後捻角お
よび傾斜計画通りに行うために、ガイドピンが肩甲
骨の中心軸に沿うようにします。

オーギュメントリーマーガイド： 関節窩の骨欠損部分の
正確なリーミングを可能にし、オーギュメント形状に一
致する骨表面を作製します。これにより、オーギュメント
ベースプレートのための正確で再現性の高い手術手技
が可能になります。

オーギュメントサイザー： 最小の骨切除で、インプラ
ントの適切な設置を可能にする適切なサイズ（SM/

MD/LG）のオーギュメントを決定します。  

関節窩骨欠損の最も深い位置に接触する最小のサイ
ジングガイドが適切なサイズのオーギュメントです。 

11 | オーギュメントベースプレートテクニカルガイド

一般的なオーギュメントベースプレートの設置操作は、多くの場
合、オーギュメントなしのベースプレートよりも困難になります。術
前計画を再現しやすい器械および手術手技は、オーギュメントベ
ースプレートの正確な設置および強固な固定性を可能にします。  

コンプリヘンシブオーギュメントベースプレートは、正確なベース
プレート設置を支援する重要な器械を用意しています。

1.　ペグドリル

4.　インサーター

2.　リーミングガイド

5.　挿入

3.　穴付きトライアル

術前計画を再現できる器械

オーギュメントベースプレートペグ参照方法

オーギュメントベースプレート手技では、リファレンスペグを使用してオ
ーギュメントベースプレートの方向を特定します。
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ピンプレイスメントガイド：関節窩の前・後捻角お
よび傾斜計画通りに行うために、ガイドピンが肩甲
骨の中心軸に沿うようにします。

オーギュメントリーマーガイド： 関節窩の骨欠損部分の
正確なリーミングを可能にし、オーギュメント形状に一
致する骨表面を作製します。これにより、オーギュメント
ベースプレートのための正確で再現性の高い手術手技
が可能になります。

オーギュメントサイザー： 最小の骨切除で、インプラ
ントの適切な設置を可能にする適切なサイズ（SM/

MD/LG）のオーギュメントを決定します。  

関節窩骨欠損の最も深い位置に接触する最小のサイ
ジングガイドが適切なサイズのオーギュメントです。 
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一般的なオーギュメントベースプレートの設置操作は、多くの場
合、オーギュメントなしのベースプレートよりも困難になります。術
前計画を再現しやすい器械および手術手技は、オーギュメントベ
ースプレートの正確な設置および強固な固定性を可能にします。  

コンプリヘンシブオーギュメントベースプレートは、正確なベース
プレート設置を支援する重要な器械を用意しています。

1.　ペグドリル

4.　インサーター

2.　リーミングガイド

5.　挿入

3.　穴付きトライアル

術前計画を再現できる器械

オーギュメントベースプレートペグ参照方法

オーギュメントベースプレート手技では、リファレンスペグを使用してオ
ーギュメントベースプレートの方向を特定します。
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手技ダイジェスト

手術手技
オーギュメントベースプレートの手術手技は、オーギュメント 
なしのベースプレートの場合と比べてステップ数が3つ増 
えるだけです。5

5.　オーギュメントリーマーガイド 
およびブッシングを設置します

追加手順追加手順

6.　関節窩の欠損部分をリーミングします

1.　前・後捻角および傾斜
でピンを挿入します

2.　関節窩を50%リー
ミングします
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追加手順 追加手順

7.　オーギュメントベースプレートの 
トライアルを実施します

8.　オーギュメントベース 
プレートを設置します

4.　オーギュメント位置決
め穴をドリリングします

3.　オーギュメントのサイズ
および方向を選択します
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